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葭瑛草種子の発芽の不良なことがしばしばみられるのであるが，その原因については，病理的な

問題1），搭種時の高温や水分の過多2）フ土壌酸度との関係3）などが言われ，杉本氏4）は過熱種子の

採種による硬異化の現象で，外胚乳部によく発達した澱粉が充たされるため吸水が困難になること

が発芽カを減ずると言う・また門田氏5）は過熱種子の殻皮の吸水困難をあげ，井上氏6）の研究でも，

除殻種子の発芽が極めて良好になっている．KoTowsKI氏7）は発芽を刺敬しようとしてKN03と

ⅢhSO畠の水溶液に種子を浸漬したが，果皮の浸透性の悪いためにこれらの塩類の内部まで浸透し

難いことを認めている・かくして葭孝草種子の発芽不良の主な原因は，穀皮の吸水困難にあるよう

であるが，一夏に最近果皮中に発芽を抑制する物質の存在することが報告されている8）9）

しかして葭毒草の実際栽培に当っては，種子を一昼夜水に浸漬することがよく行われ，また浸水

催芽した種子を乾燥貯蔵しておいて随時控種する10）とか，浸水後蔭干し続いて再び湿らした催芽種

子を用いて11）発芽の促進齊－をはかっている・門田氏5）は種子を温水，石灰水，石鹸水等に浸漬し

て発芽効果をあげたと報告している・筆者18）も苛性ソーダの水溶液に種実を浸漬することによって，

発芽率の高まることを知ったが，その後次亜塩素酸ソーダ（A減軽ハ灯用わ紺，ⅣaClo）及び次亜塩素

酸カリ（KClO）を用いて種実を処理したところ，いちじるしく発芽が促進されることを知った・

しかし最も適当な処理濃度と処理時間については実験を継続中であるので，こゝにはA地坑の痴那

処理についてのこれまでに得た実験結果を報告し御批判を仰ぐ次第である．

この実験成績をまとめるに当って，種々御高教を賜りフ文献をお示しいたゞいた東京教育大学農

学部井上顧数教授に対し深甚な謝意を表する・

Ⅲ実験材料及び方法

（1）発芽試験器による実験

供試した品種は次郎丸とビロフレーで，各区100粒とし4回冥験を試みた・NaCIOは市販のもの

で（液体〕有効Cl．7％のものであった・濃度は予備実験の結果次郎丸に対しては7％がよく，ピ

ソフレーについては7％，3．5％問での効果に殆んど差がなかったので，両品種とも7％の原液処理

をした・種実を管瓶に入れ，これにⅣaClO5C・C・ずつを注ぎ，それぞれ5，4，3，2，1時間及び30
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次亜塩素酸塩の園芸作物種子の発芽に及ぼす影響（鈴ェ報）（佐野）  

分，15分間浸漬した後，ガーゼ袋に移し一様に2時制流水（水道水）中においた．取り上げて一応水  

を切り，白木綿を硝子坂上に敷いたリーベンベルヒ発芽試験掛こ並べ，これを望望～240Cの恒温券  

に入れ，翌日より定時に発芽数を調査した．療準として3時間水に浸漬した無処理種子区を設けた．  

発芽の決定は幼鵡の明かな発現を以てし，発芽勢，発芽率調査の〆切日ほ夫々膵置後8日，21日と  

した．  

（2）ネット播種による賞験   

種其の処理ほ（1）の実験の場合と同様にし，処理後間もなく5方舟の1ワグナーガットに播種し  

た．ガットは囲場上に全く自然の状態の下においた．発芽の確認は子真の碓上への出現をもってし  

た．  

（3）処理乾塊種子についての実験  

（1），（2）と同様に処理した種実をシャーレに入れ室内で邑然乾燥し蕃をしておいた．そして処理  

後10日，20日，30日目（2回目の実験では31日目）にそれぞれ100粒ずつを2方舟の1ワグナーポ  

ットに播種した．療準として無処理頼子区を設け，2回目の実験でほ水に24時間浸漬後乾燥し仁処  

理種子と同じ期間貯蔵した区をも設けた．廼こ実験にほ次郎丸のみ供した．  

Ⅲ 実  験  結  果  

（1）発芽試験器による実験   

A祓坑椚戚郁はそのまゝ漂白剤として使用されるもので1■三）種実をこの中に入れると直ちに漂白  

作用がなされる．したがって殻皮中の色素等は漸次脱色し，浸漬1時間以上に及ぶと殆んど脱色さ  

れ（第1図），硬い殻皮は軟化し指先で容易に種子から剥離できた．褐色の種皮も2時間処理では  

爵1園 Aも≠ぴ）クー抑毎＝恕埋をした茨養草梯子（虔規律1時間，次郎丸）  

無塵王軋 ほ分虚理．30分〝，1時間〝，2時間〝   

その一部の脱色されたことが殻皮を透してみられ，特にビロフレーでほよく磯察された．1時間処  

理ではその程度が少く，30分以下処理でほ姫色不充分で，殻皮を透して種皮を認められなかった．  

この漂白は次郎丸よりビロフレーが容易に行われた．そして処理後2時間の流水洗救をしても，遊  

離の次亜塩素酸の臭気が残りその程度ほ処理時間の長いものほと強かった．   

発芽状況については第1表及び第望表に示すような結果を得た．（次貢参照）   

この実験を通して次郎丸ビロブレー共に，A花∠オ′0γ沼オ〝β処理種子の発芽が無処理種子（療準）  

の発芽に比して著しくよいことが知られる．即ち発芽率をみると，次郎丸では1．6倍（実験4，15  

分処理）ないし3．2倍（実験3，1時間処理）を示し，ビロフレーでほ次郎丸ほど顕著ではないが，  

2時間以下処理において1．3倍（実験1，30分）ないし2・4倍（実験4，2時間）となっている．昭疋  

発芽勢においてこのことが著しく，次郎丸では最低2・2倍（実験4，15分）から最高7．7倍（実験1，  

2時間），ビロブレーでほ3時間以上処理を除き同じく1・4倍（実験1，30分）3．6倍（実験4，15分）  

と高率の発芽勢を示した．したがって平均発芽日数もA乃≠げ0γ研g符e処理の各区は無処理のものに  
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岩手大学学芸学部研究年報 第9巻（1955）第2部  

第1表 Aゆ笹川め把盛上理に よ る 茨養草稀子の象芽状況   

賓 瞼 1   （5 月13日 瞳理）  

賛 助  2  （5 月27日 虔理）  
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次亜塩素酸塩の園芸作物種子の発芽に及ぼす影響（第工報）（佐野）  

賓 瞼  3  （6 月21日 虔ヨ製）  

●
，
 
 
 

安 治  4  （6 月 24 日 虚理）  

比べて何れも短かく，次郎丸でほ最低1．1日（実験3，15分）から最高5．4日（実験1，2時間）短  

縮され，ビワフレーでは3，4，5時間処理を除き1・0日（実験3，15分）ないし3．3日（実験4，15分）  

早く発芽している．   

4回の実験を通じて処理別の平均発芽状況をみるに（第2表）次郎丸では1時間，2時間処理聞  

の優賞ほ殆んどなく，発芽が最も良かった．30針15分と処理時間を短くすると漸次発芽勢，発芽  

率を減じ平均発芽日数を増している．しかし挺準に此して発芽状況の著しくよいことが知られた・  

3，4，5時間処理は1回の実験に止めたが，この実験でほ30分15分処理と同じ程度の発芽状況を  
示していた．ビロフレーについてみると，次郎丸と異り発芽勢〆切り彼の発芽数極めて少く，各区  
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岩手大学学芸学部研究年報 蓼9巻（1955）第2部  

弟2表 A雨脚・・－涙顔理による茨裏革種子の畿芽状況（平均）  

わずかに0～2粒に止まった．特に2時間以下処理でほ床豊後5日にして41％（1時間）～66％（2  

時間）の発芽をみ，5日目までに発芽可能種子の発芽が殆んど終っている．したがって発芽勢と発  

芽率との差が殆んとなく0～2％である．4回の実験の卒均発芽状況は（第2表），2時間以下処  

理の各区間の葺ほ殆んど見られない．牢均発芽日数は1時間以下処理でほ9日短縮されている．3  

時間以上処理の発芽は無処理のものより不良で，処理時間の長いもの程その度が強く次郎丸と異つ  

た傾向が知られた．  

（2）ぷツト播種による実験   

本実験においても第3表にみるように次郎丸，ビロフレー共処理種子の発芽が無処理種子に比べ  

ていずれも早められた．しかし発芽試験器による実験結果が示すようには発芽勢も発芽率も無処理  

種子に比べて一棟には優っていなかった．特に実験2の2時間処理でほ，次郎丸もビロフレーも発  

芽が悪く，これほ処理時間の長過ぎた結果であろう．また実験1におけるビワフレー2時間処理の  

ものも，1時間以下処理の何れの区の発芽にも及ばなかった．  

第3表 A戒伽ク｝もわβ 虔理による鼓春草梓子の資芽状況  

賓 瞼 1   （5 月20日 播種）  
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次亜塩素酸墟の園芸作物碍子の発芽に及ぼす影響（爵工報）（佐野）  

賛 助  2  （ア 月15日招締）   

しかして2時間処理を除いてほ，実験1，2を連じて次郎丸では発芽勢，発芽率とも処理のもの  

が優り，ビロフレーほ逆に療準が優っていた．しかし卒均発芽日数では処理区のすぺてが療準に優  

り，次郎丸では0．9～1．8日，平均1・4日の短  

蘇をみ，ビロフレーでは次郎丸ほどではな  

いが0・5～1．2日，平均0．8日短縮されていた．  

しかも第3表にみるように処理種子の早期  

発芽数が多く，極めて短期間に秀一な発芽  

をしていることは，A妬けⅣ粕物e 処理の  

効果を示すものである（第2図）．僻発芽  

後においてA〝∠オ′〝∽g〝gによる毒害と思  

われるものは子真にもその後の幼植物にも  

全く見られず順調な生育を示した，  

（3）処理乾燥種子についての実験   

A嫉け〝挽物e処理をした種子を水洗後  

乾燥したところ，脱色した殻皮ほ乳白色に  

硬化したが，柔軟で几による種子との分離  

第2囲 括稗後ア日日の吏芽状況  

（賓瞼1， 次郎丸）   
3〇分虚理，1時間虔理，2時間鹿理  

無塵理 15分虚理  

が容易になされた．2回の実験から爵4表  

に示す結果を得た．たゞし実験2に供した種子は実験1に用いた種子とほ別に入手したもので，発  

芽歩合のかなり低いものであったが，実験結果にもそれがそのまゝ現れている．   

第4表について発芽勢，発芽率をみると，実験1では処理後20日播が療準（無処理）に劣ってい  

るが，概して明瞭な優劣が知られなかった．実験2では1時間処理のものがすべて他の処理区より  

発芽が悪く，無処理のそれにも及ばなかった．処理時間の長過ぎたことが実験1の場合より明かで  

ある・30分，15分処理種子は処理後10日，20日，31日目播とも発芽勢は1昼夜水に浸漬後処理種子  

と同じ日数乾燥した種子のそれに優り，発芽率では大凡逆に劣っていた．無処理種子（磨準）の発  

一6l一   



岩手大学学芸学部研究年報 第9巻（1955）第2部  

第4表 A花£埴ソり雨靴虚理後乾燥した豪東軍種子の変芽状況（次郎丸）   

寮 胎 1   （虚理 7 月 ア 日）  

賓 鹸  2  （鹿理 8 月27日）  

芽ほすぺて最も不良であった．   

平均発芽日数でほ処理種子がいずれも発芽早く，無処理種子に比して7，8月の高温期に播種し  

た実験1でほ，1．7～4．4日，平均2．9日早く，9月盛岡地方での適期播種をした実験盟でほ2・1～7．8日，  

平均舶日も短縮された．そして水に1昼夜浸漬後乾燥貯蔵した種子よりも1．6へ4β日，卒均3．2日  
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次亜塩素酸塩の園芸作物種子の発芽に及ぼす影塑．ゝ（第王報）（佐野）  

早かった・この発芽日数短縮の程度は気温の降下につれて大きくなっており，実験2の31日目播種  

では処理種子のいずれも7日以上促進されていた．   

このように本実験においても，適当な濃度と時間によるA〟〟′or沼g〟βの処理が，最藻草種子の  

発芽を著しく促進させることが明かである．  

Ⅳ 考  察   

藷孝草種子の発芽が不良だったり，不秀一だったりすることの主な原因が，過熱の結果種子が硬  

貨化し，ために穀皮が種子の吸水を妨げているものとするならば，殻皮の吸水を容易にすることが  

発芽を良好にする算一要件となる．門田氏5）も要するに早く種実が吸水できる状態にしてやればよ  
いと言われている．  

A花〟′0γ沼g〝（ⅣaClO）はクロール石灰（CaOCi2）同様漂白剤として使用されるものであるから，  

これによって硬化した鼓覆草種子の穀皮の漂白をなし，吸水をほかることが考えられるだろう．し  

かし次亜塩素酸塩ほ植物に毒害を及ぼすものであることは，山崎氏13）14）のつとに報じておられると  

ころである・故に同時にA励佑椚感鋸が轟覆草種子に及ぼす毒害も考えなければならない．筆者  

はこの問返を食みながら前記の冥験を試みたのであったが，処理結果は多くほ発芽勢，発芽率の増  

大をみ，しかも著しく発芽を促進させたのである．  

リーベンベルヒ発芽試験器を用いて発芽を検した結果は，ビロフレーの3～5時間処理を除いて  

は，水に3時間浸漬したのみの無処理種子に比して，処理種子の発芽がいずれも良好であった．供  

試種子は土壌播種において80％以上の発芽率を示したものであつつたが，この発芽試験幕内で無処  

理種子の発芽が悪く，特に次郎丸において不良であった．杉山氏2）ほ波紋上での発芽不良の原因に  

ついて，鼓藻草ほ種皮の構造上多量の水分を吸収することができ濾紙上では吸水が容易なために反  

って通気が不良となり，内部が酸素不足の状態となるために発芽遅延のものが相当できるのだろう  

と述べておられる．本実験では発芽床として布を用いたため，床は発芽のためには常に過水の状態  

であったことが無処理種子の発芽不良の原因と考えられる．A72Jグ／or沼オ形βで処理した殻皮と無処  

理の殻皮とを鏡検したところ，無処理のものゝ細胞にほ線褐色の内容物が見られるが，1時間以上  

処理したものでほその内容物が少く，厚い細胞膜がよく観察された．このことから処理種子の発芽  

の良かった原因は，漂白により殻皮の透水が容易となり，種子の吸水が促進されたことによるもの  

と考えられる．また殻皮の透水の容易なことが種子への酸素供給をも容易にしているものと推察さ  

れるのである．   

種子及び種巽等の吸水量の推移について実験したところ，処理種子と無処理種子問における吸水  

逮度に明かな差が認められた．即ち次郎丸の種実について， 殻皮と種子とを分離し各々100粒ずつ  

をとり，一方ほA助弟椚戚鋸に浸漬し（殻皮は7％に1時「乱種子は7％に30分），以後ほ水浸  

漬をし，他方ほ穀皮も種子も同時間水に浸漬して（室内に放置）両者の重量を此餃して見た・処理  

又は浸水直前のそれぞれの重量を100として各測定時の重量の推移を第3図に表わしてみた・これ  

によると殻皮でほ処理のものほ処理直後からその重量が水浸漬のものより少なかった・これほ漂白  

による内容物溶出のためと考えなければならない．種子でほ全く逆で，その重量比ほ処理のものが  

処理直後から大で，吸水の速かに進行することがうかゞわれる・そして48時間以後において殆んど  

同じ吸水量に達するようである．更に次郎丸 ビロフレーの普通種実を用いて，処理（7％，1時  

間）後水澤漬したものと水浸蹟だけ行ったものとの吸水量を此奴してみた・その吸水比ほ第4図に  

示す通りで，両品種とも処理種実の当初の重量が水浸漬のそれに及ばなかったことほ，第3図にみ  
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岩手大学学芸学部研究年報 第9巻（1955）第2部  

第3固 茨農事の殻皮及び除殻種子の吸水量の推移（次郎丸）  

第4固 夜番草種賛の吸水量の推移   

る結果から処理による殻皮の重量減によるものであり，その後において逆に処理のものが量重を増  

している・これは種子の吸水量の増加によるものと言える・ビロブレーが亜時間で再び処理を上越  

っているのほ，処理種子の吸水量の極限かそれに掛、ことを表わすものであろう．この慢向は次郎  

丸でも同様うかゞわれる・かくしてこの重量比ほそのまゝ吸水量の比であるから劫痛わ和め紹処  
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次亜塩素酸塩の園芸作物種子の発芽に及ぼす影響（爵Ⅰ報）（佐野）  

理の結果吸水が容易に行われ，このことが発芽を促進しているものと考えられるだろう．   

発芽抑制物質についてはToLMAN及びSTOt汀両氏15）が疲藻草と固科の甜菜の種巽中にその存在  

を認め，その後両氏16）ほその物質について，酵素的加水分解によって含窒素化合物からでるアンモ  

ニアであるとしている．杉山氏2）は鼓覆草の種実からの浸摂物ほ何等発芽に抑制作用を及ぼすもの  

とは認められないといわれ，萩屋氏17）もこの程度の発芽の差では発芽遅延を抑制物質の存在に帰す  

ことほできない上している．石川氏8）ほ，鼓轟草の種実に他の歳菜種子の発芽をも抑制する物質の  

あることを認め，その物質に関しSTOUT氏等のアンモニア説に検討の余地があるとしている．また  

富木氏等9）は鼓壕草及び甜菜の発芽抑制物質ほ篠酸塩であるという．したがってA形∠オ′or∽g紹g処  

理が発芽抑制物質に及ぼす影響についても検討されなければならない．宿願がAタZ∠オ′0γ∽オ乃βによ  

って直接溶解されるようであるが，荏酸塩も亦可溶であるかをも食めた実験が必要であろう．たゞ  

A祓彷彿感知に浸漬した殻皮は殆んど顔色され，細胞の内容物に変化が見られることから，何等  

か影響があるのではないかと考えられる．   

AタZ∠オ′0γ沼g乃どの毒害は，除殻種子についての実験によって確められた．即ちA抽竹椚扉雛で  

処理した除殻種子（次郎丸）の発芽を無処理種子のそれと此幹してみたところ，7％液の場合30分，  

15分，5分処理とも発芽不良で無処理種子の発芽勢38％，発芽率60％に及ばなかった．卒均発芽日  

数も30分処理を除き無処理5．5日に対し0．4～1．4日遅延した．3．5％処理の場合は（2回の実験の平  

均）無処理種子の発芽勢44％，発芽率55ァ∠に対し，15分処理が58％，61％で優っていたが，30分，5  

分処理でほ5分処理の発芽勢が4％優る外ほ無処理種子より悪かった．たゞし辛均発芽日数は除殻  

種子においても処理種子が2・2日（15分処理）ないし1．8日（30分，5分処理）短縮されていた．し  

かして処理の不発芽種子の多くは，中途より内容物が露出し寒天状となり全く腐敗した．しかし無  

処理種子ではこのような腐敗が殆どみられなかった．処理種子のこの腐敗の原因ほA砲竹椚彪別  

の毒害と考えられるのである．前記実験の3～5時間処理において，次郎丸の発芽の劣った原因，  

ビロフレーの極端な発芽不良の原因はこの毒害の影響と考えられる．   

A摘竹椚感那で処理した種子を間もなく土壌播種した場合，無処理種子に此して発芽勢，発芽  

率においてあるものは確かに優っているが，発芽試験器による実験結果が示すようにほ明瞭ではな  

い．そしてあるものでは椅々穿ってさえいた．これについては播種後の土壌水分の多少（発芽試験  

券の発芽床ほ常に過水の状態であった）とA励竹椚感知の害作用との間に関係があるのではない  

かと思われる．また実験2の2時間処理でこのことが顕著であったところから，毒害と高温との関  

係もー応考えられるが，杉山氏1）の報告するように高温の下での発芽不良が最大の原因であろうと  

考えられる．しかし処理，無処理問の発芽の差ほ概して大きくなく，某際の轟毒草の収量は発芽％  

と発芽速度に最も支配される5）ことから，むしろ平均発芽日数において処理のものが著しく短縮さ  

れる事実の方が重要なようである．そして卒均発芽日数の短縮ほやはり種実の吸水が促進される結  

果であろう．   

処理後乾燥した種子を土壌播種した場合においても，その発芽が無処理のものに比して促進され  

る．萩屋氏1ひ）は催芽挽作を行った椅々発芽した種子や未発芽種子の発芽が，乾燥後播種において  

無処理種子に比べて促進することを報じておられるが，A花才g′or∽g花β 処理をしたものほ水に1昼  

夜浸漬後乾性貯蔵した種子よりも，ほるかに発芽が促進された．この原因ほ萩島民10）の述べられる  

宿勤開始の段階の相異も考えられるが，播種後の種実の吸水の遅速が最も関係するものと考えられ  

る．   

かくして鼓豪華種巽わA搾≠オ′or∽g紹β処理が一部種子に次亜塩素酸塩の毒害を与えるけれども，  

殻皮及び種子の吸水を容易にし，その発芽を促進秀一にするものである．種子に与える毒害は品種  
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によりまた種実の成熟度や年歯によって相異あるものようであるが，濃度や処理時間に適正を得る  

ことによって，．相当に軽減することができると考えられる．これについてほ傭実験を継続していく  

ことにする．  
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Summ乱ry  

Itis evidentthatthe poor germinationofspiIlaChseedis main］y duetothe difficulty  

jnitswaterabsorption owing tothehardnessofitshul1・Therefore，Itriedtogetagood  

germinationlby meansof softening the hulls with aniiformine treatment・The rest11ts  

obtained are as follows：～   

1．When the seeds aresoakedin7％aniiformine solution for2hour，1hour，30minutes  

Or15min11teS，thelength of time forgerminationin the germihating apparatus becomes  

shor七er and more uniformthan that of nulトtreated seeds，鉱1d furthermore，the germination  

CaPaCitybecomes bettcr．But as thelellgth of time of aniiformine treatmen七islonger  

than8 hours．the germinationcapacity becomesworse．AIld this te！1dencylS mOre Strikhg  

i‖l一／ハイ／′JごJり皿＝と11ル●わ〃＝川．   

2．The針五ours－treateds占eds，SOWedtothesoilimmediately afterthe treatment，are  

POO干ingemination・IntheseedstreatedlhollrOrlesswithAnliforminesolution・the  

nllmber of daysl・equired for germinationis evidently reduced，COmpared withthe no11「  
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treated seeds，although tlle good effectsin the germiIlating energy and gel・minati仇  

CaPaCityintlleSOil－SOWlngareless distinctthanthoseinthegerminatingappar如偲．   

3．W土1eIltheseeds，driedrupand storedafter the treatmen七Of onehour，are SOWed on  

the outdoor soil，the germination capacityis rather bad；and thegermination capacity of  

the30mil］uteS Or15minutes treated seedsisinferior to that of the seeds which are soaked  

in purell・ater for24hour畠and dried11p，butsuperiortothatofthehOn→treated seeds，and  

the germinati他 energyislarger than that of any of the others．The numberof days  

required for germinationi＄diminished by20r8days・Especial1ywhenthe seeds，StOred  

for31daysafter the treatment，are SOWed at the end of September，Whentheweatheris  

cool弧dc］ear，thenumber of days for germinationis more dimini血edthan thatinthe  

nonJtreated seeds，byIlOtl朗9than7days・   

4．Ⅵ1eCauSeforthepromotionofgerminationissupl）OSedto bethefactthat，bythe  

bleachlng actio110fAniiformine，thewater ab＄OrPtion capacity of the hulls ahdof t王1e  

inside seeds becomes ea＄y．  

5．Inthe course of Anliformine treatment，SOme Of theillaffects are observed（not  

in agreatdegree），but wit土Iin this experiment，they ＄eem tObe diminishedbythe useof  

Aniiformine solutiqnofadequateconcehtration・  
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